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国吉康雄の帰朝時の動向
─ 国吉自身がスクラップした記事を中心に ─

江原久美子

　国吉康雄は，1931年から1932年にかけて帰朝した際，自らについて報じた記事をスクラッ
プしていた。現在，そのスクラップ記事原本は福武コレクション国吉康雄アーカイブに保管
されている。本稿では，そのスクラップ記事をはじめとした当時の報道記事，また当時発行
された各種印刷物や手紙，写真から，帰朝中の国吉康雄の動向を検討した。その結果，国吉
康雄は当時の日本の画壇から歓迎され，展覧会が大きな反応を得ていたこと，一方，日本で
はアメリカの美術についてほとんど知られておらず，国吉を驚かせたことなどが改めて浮か
び上がってきた。
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Ⅰ．はじめに
１．本研究の目的と対象
　本研究の目的は，国吉康雄の帰朝について，当時
の新聞・雑誌記事から，彼の動向を明らかにするこ
とである。
　岡山出身の画家，国吉康雄（1889⊖1953）は，16
歳で渡米し，その後，一度だけ帰朝した。1931（昭
和６）年，42歳の時のことである。
　国吉の帰朝についての従来の評価には，「失敗だっ
たと言えるでしょう」1 あるいは「日本の美術界は
国吉に対してあまり温くはなかったようだ」2 とい
うものがある。国吉自身，アメリカで1940年に発
表した回想の中で，日本滞在中に違和感を感じたこ
とを述べており 3，その後，国吉の人生を紹介した
論文の多くがこの国吉の回想を紹介している。
　しかし，その回想は1940年にアメリカで書かれ
たものである。当時アメリカで暮らしていた国吉
は，日米開戦が近い当時の社会情勢に大きく影響さ
れ，日本について否定的に語ったのではないだろう
か。国吉本人の回想に基づかない，実際の帰朝時の
国吉の行動や日本の人々の接し方はどのようなもの
だったのだろうか。本稿はこの疑問に基づくもので
ある。
　本稿では，福武コレクション国吉康雄アーカイブ4

の協力を得て，帰朝時の国吉や日本の人々の姿を報
じた当時の新聞や雑誌記事を検討した。その中で
も，次に述べる，国吉康雄がスクラップした記事原
本が検討の中心となった。
　国吉は1931年当時，既にアメリカで著名な画家
となっていたため，日本の新聞各紙は彼の帰朝の
ニュースを大きく取り上げた。その後も翌年２月に
離日するまで，国吉の動向はたびたび報道された。
　国吉康雄は，日本滞在中，自分に関して報道され
た記事を一つ一つ集めて切り抜き，スクラップして
いた。そのスクラップ記事は，国吉の没後，サラ・
クニヨシ夫人から旧国吉康雄美術館 5 に寄贈され，
現在は福武コレクション国吉康雄アーカイブに収め
られている。
　岡山大学教育学部では，2018年度の美術教育専
修科目「美術理論・美術史演習」⑴⑵（担当：赤木
里香子，江原久美子），および2019年度の夏期集中
講義の「美術理論・美術史演習」⑴（担当：赤木里
香子，江原久美子）において，同アーカイブに保管
されている国吉康雄の帰朝に関する次の資料を読ん
だ。

　⑴ 「新聞雑誌切り抜き　1931⊖32（昭和６⊖７）年」
（前記，国吉康雄によるスクラップ記事原本を
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